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背景
• 発達障害者⽀援法が施⾏されて10年
• ⼩学校⼊学時の発達障害による相談は年々増加傾向にあり、学習障害の

⼀つである、ディスレクシア（読字障害）の存在も顕在化してきている
• 平成24年度の⽂部科学省 調査結果「読み書きに困難がある⽣徒」は

2.4%, 計算などの能⼒も含めた学習障害者は4.5%
• 読みに関しては、DAISY 教科書提供の事例などによってマルチメディア

DAISY の教材がディスレクシアの⽀援に有効であることがわかってきている
• ⽇本障害者リハビリテーション協会が組織する団体でマルチメディアDAISY教

科書を製作しており、平成26年度には2400名の児童・⽣徒が利⽤した
• ユーザーの個別ニーズが多様であるため、学習環境が⾶躍的に改善したとい

う⽣徒がいる⼀⽅で、継続利⽤の⽣徒は伸び悩んでいる
• 既存のマルチメディアDAISYプレイヤーはニーズの多様性に対応できていない
• ディスレクシアの⼈達は⾃分が書く⽂字が読めないため、書くことに困難がある

⼈も多い
• ⽇本の初等中等教育では筆記が中⼼であるため書く事の⽀援も必要なので

はないか？



研究の⽅向性

• マルチメディア教科書・教材に求められるニーズ
の調査と製作システムへの反映

• ⼿書き⽂字認識と合成⾳声を⽤いて⽣徒が書
く⽂字や数式をリアルタイムで読み上げるシステ
ムのプロトタイプを開発し、実証による「書くことへ
の⽀援の可能性」を調査











今後の展開

⽇本⼈全体で2.4%いると⾔われているディスレクシアの
⼦供たちのための、読み書き可能なDAISY(EPUB3)
プレイヤーが実現すれば、学習環境が⼤幅に改善され、
ディスレクシアの⼦どもたちの⼤学進学への道も開ける。
このような環境が実現されれば、社会参加を促進しイン
クルーシブな社会の実現に貢献することができる。
既にフリーソフトとして公開中であり、今後ユーザーの意
⾒を取り⼊れて改良と普及を図っていきたい。

戦略的情報通信研究開発推進制度(SCOPE)による
２年間の助成、ありがとうございました。


